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解
　
題

　

前
号
に
お
い
て
、「
大
詢
院
五
十
回
忌
追
悼
五
十
首
」
に
つ
い
て
紹
介

し
た（
１
）。
こ
の
五
十
首
は
、
天
保
六
年
（
一
八
三
五
）
に
京
都
で
行
わ
れ

た
肥
後
熊
本
藩
第
九
代
藩
主
細
川
治
年
の
五
十
回
忌
に
、
治
年
の
二
女
美よ

し

子こ

（
就な
る

）（２
）の
命
に
よ
っ
て
肥
後
歌
人
た
ち
が
献
じ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

　

『
熊
本
藩
年
表
稿
』
細
川
家
系
図
に
は
、
美
子
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に

あ
る
。

　
　

女
　

就
　
　

久
我
大
納
言
通
明
卿
簾
中

　
　
　

天
明
七
年
二
月
廿
五
日
於
熊
本
花
畑
館
誕
生

　

天
明
七
年
（
一
七
八
七
）
に
誕
生
。
文
化
二
年
（
一
八
〇
五
）
十
二
月

に
久
我
通
明
と
の
縁
組
願
が
出
さ
れ
、
同
四
年
四
月
に
輿
入
れ
し
た
。
弘

化
四
年
（
一
八
四
七
）
四
月
十
三
日
逝
去
、
享
年
六
十
一
。『
国
書
人
名

辞
典
』
に
も
「
幼
少
よ
り
和
歌
を
好
む
」
と
記
述
さ
れ
る
よ
う
に
、
近
世

後
期
の
肥
後
を
代
表
す
る
女
性
歌
人
で
あ
る（
３
）。

　

そ
の
著
作
を
『
新
訂
肥
後
文
献
解
題
』（４
）に
よ
っ
て
掲
げ
る
。

　
　

東
路
日
記
　

写
一
　
　
　
　
　

細
川
就
姫
君

　
　
　

一
名
東
路
千
代
鏡
、
御
道
の
記
と
も
云
う
。
文
化
四
年
三
月
廿
九

日
江
戸
を
立
ち
、
道
を
東
海
道
に
と
り
、
四
月
十
四
日
京
都
今
出

川
の
館
に
着
か
れ
た
迄
の
紀
行
文
で
、
毎
日
折
々
の
歌
廿
一
首
あ

る
。

　
　

桂
能
里
乃
紀
行
　

写
一
　
　
　

細
川
就
姫
君

　
　
　

桂
の
離
宮
拝
観
の
紀
行
で
文
化
七
年
頃
の
作
で
あ
る
。

　
　

桜
九
良
木
集
　

版
三
　
　
　
　

久
我
就
姫
君

　
　
　

二
千
百
七
首
の
歌
集
で
あ
る
。
上
巻
は
四
季
恋
雑
七
百
廿
四
首
で
、

雑
歌
中
に
は
感
傷
的
の
歌
が
多
い
。
中
巻
は
享
和
元
年
か
ら
文
化

六
年
迄
六
百
四
十
四
首
。
下
巻
は
文
化
七
年
か
ら
文
政
三
年
迄

七
百
卅
九
首
。
両
巻
共
に
年
次
別
に
載
せ
、
多
く
は
題
詠
で
一
題

二
首
ず
つ
詠
ん
で
あ
る
。

　

右
の
う
ち
、
紀
行
文
二
作
に
つ
い
て
は
、
明
治
三
十
二
年
（
一
八
九
九
）

九
月
発
刊
の
『
女
鑑
』
第
一
八
八
号
・
第
一
八
九
号
に
「
思
立
旅
の
記
　

細
川
治
年
の
女
」
と
題
し
て
「
東
路
日
記
」（
東
海
道
御
道
之
記
）
が
、

第
一
九
二
号
（
同
年
十
一
月
発
行
）
に
「
桂
里
の
記
」（
桂
能
里
の
紀
行
）

が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

久
我
美
子
自
筆
『
桂
能
里
の
紀
行
』
解
題
と
翻
刻日

　
高
　
愛
　
子
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本
稿
で
取
り
上
げ
る
『
桂
能
里
の
紀
行
』
は
、
従
来
こ
の
『
女
鑑
』
掲

載
本
文
の
ほ
か
に
、
熊
本
県
立
図
書
館
所
蔵
の
写
本
が
知
ら
れ
て
い
た
。

宮
村
典
太
編
『
雑
撰
録
』
巻
三
十
五
に
「
就
君
様
桂
の
里
御
道
記
／
桂

能
里
の
紀
行
」
と
冠
し
て
合
写
さ
れ
る
も
の
で
、
末
尾
に
次
の
識
語
が
あ

る
。

　
　

文
化
七
年
午
歳
、
江
村
柳
渓
拝
写
之
源
本
、
古
山
尹
猷
伝
借
謹
而
写

之
、
卯
月
廿
八
日
、
慶
応
三
卯
年
三
月
中
旬
、
木
村
男
吏
方
ヨ
リ
借

用
写
之 

宮
村
実
信
　
　

  

　

江
村
柳
渓
は
侍
医
。
古
山
尹
猷
は
通
称
常
助
、
春
裁
と
号
し
た
。
幼
く

よ
り
中
井
竹
山
に
学
び
、
肥
後
に
下
っ
て
か
ら
は
竹
原
勘
次
郎
の
も
と
で

詠
歌
に
励
ん
だ
。『
鰒
玉
集
』
に
も
名
が
載
る
肥
後
歌
人
で
あ
る
。
ま
た

富
士
谷
成
章
の
五
女
を
妻
と
し
、
そ
の
学
風
の
影
響
を
受
け
た
と
さ
れ

る（
５
）。
右
の
識
語
に
よ
れ
ば
、
文
化
七
年
（
一
八
一
〇
）
に
柳
渓
の
所
持

本
を
も
と
に
尹
猷
が
書
写
し
た
も
の
を
、
慶
応
三
年
（
一
八
六
七
）
に
典

太
が
中
老
木
村
男
吏
か
ら
借
用
し
、
書
き
写
し
た
と
い
う（
６
）。

　

一
方
、
先
に
触
れ
た
『
女
鑑
』
第
一
九
二
号
掲
載
の
「
桂
里
の
記
」
に

は
、
冒
頭
に
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
る
。

　
　

此
紀
は
細
川
越
中
守
治
年
朝
臣
の
末
女
、
就
姫
の
、
久
我
通
明
卿
の

簾
中
な
り
し
こ
ろ
、
も
の
せ
ら
れ
し
と
ぞ
。
熊
本
藩
士
、
塩
山
林
常

が
蔵
せ
る
を
、
写
し
て
女
鑑
に
い
だ
し
ぬ
。
　

佐
々
豊
水
し
る
す

　

塩
山
林
常
に
つ
い
て
は
伝
未
詳
。
佐
々
豊
水
も
ま
た
肥
後
藩
士
で
、
明

治
期
に
『
増
補
肥
後
国
誌
』
を
始
め
と
し
て
多
く
の
郷
土
史
料
を
蒐
集
、

整
理
し
て
い
る（
７
）。『
女
鑑
』
掲
載
本
に
は
僅
か
な
が
ら
県
立
図
書
館
本

と
の
異
同
が
見
ら
れ
、
来
歴
か
ら
も
別
本
と
推
さ
れ
る
が
、
そ
の
所
在
は

不
明
で
あ
る
。

　

今
回
、
美
子
自
筆
本
一
巻
の
存
在
が
明
ら
か
と
な
っ
た（
８
）。『
桂
能
里

の
紀
行
』
は
こ
れ
ま
で
県
立
図
書
館
本
の
識
語
に
よ
っ
て
文
化
七
年
頃
の

著
作
と
さ
れ
て
き
た
が
、
自
筆
本
の
巻
末
に
は
「
文
化
六
年
記
之
」
と
あ

り
、
文
化
六
年
に
桂
離
宮
へ
赴
い
て
程
な
く
書
か
れ
た
も
の
と
分
か
る
。

桂
離
宮
拝
観
の
目
的
に
つ
い
て
、
美
子
は
そ
の
巻
頭
で
次
の
よ
う
に
書
き

記
し
て
い
る
（
濁
点
・
句
読
点
を
私
に
付
し
た
）。

　
　
　

そ
の
か
み
、
京
極
宮
、
桂
の
里
に
別
庄
を
作
り
給
ひ
、
春
秋
の
な

が
め
を
な
し
給
ひ
し
が
、
い
ま
に
猶
気
色
も
か
は
ら
ず
、
そ
な
は
り

ぬ
。
こ
ゝ
に
、
祠
堂
た
て
た
ま
ひ
、
八
条
宮
の
尊
影
の
か
た
は
ら
に

先
祖
幽
斎
君
の
御
影
を
安
置
せ
ら
れ
し
よ
し
聞
て
、
も
と
よ
り
ま
う

で
む
の
心
ざ
し
あ
る
に
、
こ
と
に
今
年
は
、
世
を
さ
り
給
し
よ
り
百

と
せ
も
は
や
二
度
め
ぐ
り
来
ぬ
。

　

桂
離
宮
は
智
仁
親
王
（
八
条
宮
）
に
よ
っ
て
造
ら
れ
た
別
業
で
、
茶
屋

の
一
つ
で
あ
る
園
林
堂
に
は
、
智
仁
親
王
の
尊
影
と
、
智
仁
親
王
へ
古
今

伝
受
を
行
っ
た
細
川
幽
斎
の
御
影
が
あ
っ
た
。
美
子
は
こ
の
年
幽
斎
二
百

回
忌
を
迎
え
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
御
影
を
拝
す
べ
く
、
五
月
十
八
日
に
桂

離
宮
へ
と
足
を
運
ん
だ
の
で
あ
っ
た
。

　

幽
斎
二
百
回
忌
は
同
年
八
月
二
十
日
に
行
わ
れ
た
。
こ
の
と
き
詠
ま
れ

た
「
幽
斎
二
百
回
忌
追
悼
和
歌
」
が
永
青
文
庫
と
大
阪
市
立
大
学
森
文
庫

に
蔵
さ
れ
る
。『
桜
木
集
』（
桜
九
良
木
集
）
に
は
上
冊
に
美
子
の
追
悼
和

歌
が
載
る（
９
）。
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幽
斎
公
二
百
回
御
忌
に
、
秋
懐
旧

　
　

時
を
得
て
言
葉
の
花
の
露
の
恵
ふ
た
ゝ
び
か
ゝ
る
百
年
の
あ
き

　
　

め
ぐ
み
に
は
む
か
し
の
秋
も
遠
か
ら
ぬ
み
ち
の
光
を
あ
ふ
ぐ
此
と
き

　
　

今
か
ゝ
る
道
の
め
ぐ
み
の
光
得
て
ふ
た
ゝ
び
め
ぐ
る
百
年
の
秋

　
　
　
　

同
上
、
見
月
忍
昔

　
　

曇
る
な
よ
む
か
し
の
あ
き
の
月
な
ら
ば
ゆ
く
す
ゑ
て
ら
せ
言
の
は
の

道

　
　

ひ
か
り
の
み
か
は
ら
ぬ
秋
を
忍
び
き
て
い
く
年
月
に
袖
ぬ
ら
す
ら
ん

　

幽
斎
が
細
川
家
に
と
っ
て
偉
大
で
あ
っ
た
の
は
当
然
で
は
あ
る
が
、
と

り
わ
け
美
子
の
傾
倒
は
相
当
な
も
の
で
あ
っ
た
ら
し
い
。『
桜
木
集
』
中

冊
の
文
化
六
年
の
詠
草
に
も
幽
斎
二
百
回
忌
に
際
す
る
和
歌
の
贈
答
が
確

認
さ
れ
る
。

　
　
　
　

幽
斎
二
百
年
、
懐
旧
の
こ
ゝ
ろ
を

　
　

は
る
か
に
も
二
度
め
ぐ
る
百
年
の
よ
を
今
さ
ら
に
し
た
ふ
こ
と
の
は

　
　

百
と
せ
の
ふ
た
ゝ
び
め
ぐ
る
法
の
会
に
す
ゑ
の
よ
遠
く
し
た
ふ
言
の

は

　
　
　
　

八
月
中
十
日
幽
斎
二
百
年
の
追
善
な
れ
ば
と
て
、
家
に
む
つ
び

あ
る
御
方
々
よ
り
哥
よ
み
て
給
り
け
る
に
、
忝
さ
を
い
さ
ゝ
か

申
の
べ
侍
る

　
　

言
の
は
の
か
ゝ
る
手
向
に
遠
き
よ
も
と
む
ろ
ふ
法
の
光
そ
ひ
け
り

　
　

昔
と
ふ
こ
と
葉
の
た
ま
の
数
〴
〵
の
か
し
こ
き
ほ
ど
や
か
け
て
し
る

ら
め

　

同
集
に
は
他
に
も
、

　
　
　
　

幽
斎
公
御
正

0

0

0

0

0

当
に
十
首
組
題
中
、
秋
風

　
　

末
ま
で
も
み
に
し
み
〴
〵
と
家
の
か
ぜ
吹
つ
ど
ふ
秋
の
昔
し
の
ば
じ

な
ど
の
よ
う
に
、
幽
斎
の
忌
日
に
詠
じ
た
歌
が
散
見
さ
れ
る
。
島
津
忠
夫

氏（
10
）は
、

　
　

近
世
初
頭
に
お
け
る
堂
上
歌
壇
の
古
今
伝
授
の
も
と
を
な
す
幽
斎
が
、

必
ず
し
も
堂
上
歌
壇
の
歌
風
に
は
あ
ま
り
影
響
を
与
え
て
い
な
い
と

見
ら
れ
る
の
に
、
細
川
家
か
ら
久
我
家
に
嫁
し
た
美
子
を
通
し
て
、

こ
こ
に
至
っ
て
ま
た
、
京
都
の
堂
上
公
家
の
間
で
顧
み
ら
れ
て
い
る

こ
と
が
興
味
深
い
。

と
指
摘
す
る
が
、
こ
の
こ
と
は
稿
を
改
め
て
考
え
た
い
。

　

さ
て
、『
桂
能
里
の
紀
行
』
で
は
、
幽
斎
の
御
影
を
拝
し
た
後
、
美
子

の
感
銘
が
次
の
よ
う
に
綴
ら
れ
る
。

　
　

か
ず
な
ら
ぬ
末
の
身
に
て
、
い
ま
、
か
ゝ
る
か
し
こ
き
御
す
が
た
に

む
か
ひ
ま
い
ら
せ
、
ま
た
は
先
祖
の
い
ま
す
る
御
あ
り
さ
ま
を
拝
る

こ
と
も
、
是
、
ひ
と
へ
に
、
い
に
し
へ
の
浅
か
ら
ざ
り
し
御
恵
の
ほ

ど
ゝ
か
ん
ず
る
忝
さ
の
あ
ま
り
、
中
〳
〵
に
も
ふ
し
出
む
も
、
は
ゞ

か
り
す
く
な
か
ら
ね
ど
、
い
さ
ゝ
か
こ
ゝ
ろ
斗
に
の
べ
侍
る
。

　
　
　
　

言
の
葉
に
か
ゝ
る
契
も
末
と
を
き
め
ぐ
み
の
露
の
光
り
と
ぞ
お

も
ふ

　

美
子
の
歌
が
、
智
仁
親
王
へ
の
伝
授
証
明
状
に
添
え
ら
れ
た
幽
斎
の
歌
、

　
　

古
も
今
も
か
は
ら
ぬ
よ
の
中
に
心
の
た
ね
を
の
こ
す
こ
と
の
葉

（
衆
妙
集
・
雑
部
下
・
五
九
九
）

を
念
頭
に
置
く
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。『
桂
能
里
の
紀
行
』
に
は
勅
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撰
集
や
『
新
明
題
和
歌
集
』
に
拠
る
和
歌
が
見
ら
れ
る
が
、

　
　

植
わ
た
す
し
づ
が
早
苗
の
一
か
た
に
な
び
く
も
す
ゞ
し
露
の
朝
か
ぜ

と
い
う
巻
頭
歌
が
、
幽
斎
を
偲
ぶ
旅
路
に
相
応
し
く
、

　
　

う
ゑ
わ
た
す
ふ
も
と
の
さ
な
へ
一
方
に
な
び
く
と
み
れ
ば
山
風
ぞ
ふ

く
（
詠
百
首
和
歌
・
二
七
・「
早
苗
」）

と
い
う
幽
斎
の
詠
を
踏
ま
え
て
い
る
こ
と
も
留
意
さ
れ
よ
う
。

　

加
え
て
、
美
子
を
案
内
し
た
桂
宮
諸
大
夫
尾
崎
積
興
か
ら
借
用
書
写
し

た
歌
学
書
『
玉
露
稿
』（
桐
葉
記
）
な
ど
が
永
青
文
庫
に
残
る
こ
と
に
も

触
れ
て
お
き
た
い
。
桂
離
宮
拝
観
と
幽
斎
二
百
回
忌
を
契
機
と
し
て
、
美

子
の
関
心
は
近
世
前
期
の
堂
上
歌
学
へ
と
一
層
向
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

【
注
】

（
１
）
拙
稿
「
大
詢
院
五
十
回
忌
追
悼
五
十
首
―
翻
字
と
解
題
―
」（『
国
語
国
文
学
研

究
』
52
、
二
〇
二
一
年
）。
猶
、
前
号
で
「
天
保
七
年
」
と
し
た
の
は
「
天
保
六
年
」

の
誤
り
。
天
保
七
年
に
は
熊
本
で
大
詢
院
五
十
回
忌
が
行
わ
れ
て
い
る
。

（
２
）
記
録
類
で
は
「
細
川
就
」「
就
姫
」
と
記
さ
れ
る
が
、
本
稿
で
は
『
国
書
人
名
辞

典
』
な
ら
び
に
国
文
学
研
究
資
料
館
「
日
本
古
典
籍
総
合
目
録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
の

統
一
著
者
名
に
従
い
、「
久
我
美
子
」
と
称
す
る
。

（
３
）
細
川
護
貞
『
魚
雁
集
　

細
川
家
に
残
っ
て
い
る
手
紙
』（
思
文
閣
出
版
、
一
九
九

〇
年
）、
山
口
晢
子
「
近
世
女
人
文
人
風
土
記
―
肥
後
国
の
巻
（
熊
本
県
）
―
」（『
江

戸
期
お
ん
な
考
』
14
、
二
〇
〇
三
年
）
等
参
照
。

（
４
）
上
妻
博
之
『
新
訂
肥
後
文
献
解
題
』（
舒
文
堂
河
島
書
店
、
一
九
八
八
年
）。

（
５
）
弥
冨
破
摩
雄
『
中
島
広
足
』
第
四
章
・
六
「
古
山
尹
猷
」（
厚
生
閣
、
一
九
四
四

年
）。

（
６
）
宮
村
典
太
に
つ
い
て
は
、『
新
訂 

肥
後
文
献
解
題
』
の
次
の
記
述
が
参
考
に
な
る
。

宮
村
典
太
諱
は
信
実
、
盤
桓
園
の
号
が
あ
る
。
先
祖
は
岩
城
主
税
亮
吉
通
と

云
つ
て
信
長
の
家
臣
で
あ
つ
た
が
、
其
の
末
葉
宮
村
与
次
兵
衛
と
云
う
者
が

豊
前
国
で
忠
利
公
に
召
出
さ
れ
た
。
十
一
代
目
が
養
子
の
典
太
で
あ
る
。
実

は
谷
助
兵
衛
の
三
男
で
、
幼
名
喜
久
八
、
中
頃
半
之
允
と
称
し
た
。
明
治
二

年
十
一
月
三
十
四
歳
で
相
続
、
千
二
百
石
、
明
治
二
年
三
月
典
太
と
改
名
し

た
。
宮
村
氏
は
加
加
美
又
兵
衛
に
次
ぐ
記
録
家
で
其
記
録
中
に
郷
土
誌
資
料

の
多
い
処
に
価
値
が
あ
る
。
大
正
七
年
三
月
十
七
日
歿
、
行
年
八
十
三
、
墓

所
は
蓮
台
寺
に
あ
る
。

　
　

県
立
図
書
館
本
に
「
実
信
」
と
あ
る
の
は
典
太
の
諱
で
あ
ろ
う
。

（
７
）
佐
々
豊
水
に
つ
い
て
『
肥
後
人
名
辞
典
』
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。

字
は
少
左
、
蛭
村
と
号
す
。
城
北
村
の
人
、
夙
に
皇
典
の
学
を
研
究
し
、
造

詣
深
く
、
殊
に
国
歌
を
善
く
す
。
元
細
川
藩
士
に
し
て
禄
三
百
石
、
元
治
慶

応
の
間
長
門
の
役
に
参
加
し
て
戦
功
あ
り
、
又
明
治
元
年
陸
奥
の
役
及
び
十

年
丁
丑
の
役
に
も
参
加
し
て
功
あ
り
。
明
治
四
十
年
五
月
歿
す
。
享
年
七
十

一
。

（
８
）
美
子
自
筆
本
は
、
二
〇
二
一
年
九
月
に
舒
文
堂
河
島
書
店
よ
り
入
手
し
、
現
在
は

熊
本
大
学
文
学
部
が
所
蔵
し
て
い
る
。

（
９
）
架
蔵
本
に
よ
り
、
私
に
濁
点
を
補
っ
た
。

（
10
）
島
津
忠
夫
「
女
流
の
歌
人
た
ち
」（『
和
歌
文
学
講
座
8 

近
世
の
和
歌
』
勉
誠
出
版
、

一
九
九
四
年
）。
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【
付
記
】

　

美
子
自
筆
本
の
存
在
を
ご
教
示
い
た
だ
い
た
舒
文
堂
河
島
書
店
、
資
料
の
閲
覧
を
ご

許
可
く
だ
さ
っ
た
熊
本
県
立
図
書
館
に
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
る
。
猶
、
本
研
究
は

JSPS

科
研
費18K

00306

の
助
成
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
。

凡
　
例

⑴
字
配
り
は
原
本
に
従
っ
た
。

⑵
漢
字
は
通
行
の
字
体
を
用
い
た
。

⑶
私
に
濁
点
・
句
読
点
を
付
し
た
。

⑷
末
尾
に
注
を
付
し
、
参
考
資
料
・
参
考
歌
を
示
し
た
。
ま
た
、
県
立
図

書
館
本
・『
女
鑑
』
掲
載
本
文
と
の
異
同
を
示
し
た
。

翻
　
字

　
　

桂
能
里
の
紀
行

そ
の
か
み
、（
１
）京
極
宮
、（
２
）桂
の
里
に（
３
）別
庄
を
作
り
給
ひ
、（
４
）春

秋
の
な
が
め
を
な
し
給
ひ
し
が
、
い
ま
に
猶
、
気
色
も
か
は
ら
ず

そ
な
は
り
ぬ
。
こ
ゝ
に
、（
５
）祠
堂
た
て
た
ま
ひ
、（
６
）八
条
宮
の
尊

影
の
か
た
は
ら
に
先
祖
幽
斎
君
の
御
影
を
安
置

せ
ら
れ
し
よ
し
聞
て
、
も
と
よ
り
ま
う
で
む
の
心
ざ
し

（
７
）あ
る
に
、
こ
と
に
今
年
は
、（
８
）世
を
さ
り
給
し
よ
り
百
と
せ
も

は
や
二
度
め
ぐ
り
来
ぬ
。
い
か
に
も
し
て
拝
せ
む
も
の
と
、

（
９
）宮
の
諸
太
夫
、
尾
崎
縫
殿
頭
積
興
朝
臣
の
み
ち
び

き
を
も
て
、
お
も
ひ
た
ち（

10
）侍
る
。
比
は
五
月
雨
の
空
い
と
ゞ

さ
へ
わ
づ
ら
は
し
き
ほ
ど
な
れ
ば
、
や
う
〳
〵
晴
間
ま
ち

得
て
、
け
ふ
は（

11
）中
の
八
日
と
い
ふ
に
、（

12
）し
の
ゝ
め（

13
）す
ぐ
る

よ
り
家
居
を
出
る
。
空
は
ま
だ
曇
り
ぬ
。
い
か
ゞ
あ
ら
ん
と
、

（
14
）な
が
め
も
て
つ
ゝ
ゆ
く
ま
ゝ
に
、（

15
）朱
雀
野
を
す
ぐ
れ
ば
、

日
の
影
お
ぼ
ろ
な
が
ら
も
さ
し
出
る
斗
に
成
ぬ
。（

16
）末
広

き
田
面
の
い
な
ば
の
あ
し
た
の
露
の
お
も
げ
な
る
を
、

（
17
）ふ
き
過
る
風
情
も
お
か
し
く
、
う
ち
詠
め
て
、

　

（
18
）植
わ
た
す
し
づ
が
早
苗
の
一
か
た
に

　
　

な
び
く
も
す
ゞ
し
露
の
朝
か
ぜ

（
19
）か
つ
ら
川
の
渡
り
に
つ
け
ば
、
こ
な
た
の
き
し
に
、
ふ
ね

さ
し
よ
せ
て
、（

20
）御
た
ち
の
人
出
む
か
へ
り
。
さ
な
が
ら
の
り
て

わ
た
る
に
、（

21
）四
方
を
な
が
む
れ
ば
、
所
の
さ
ま
も
清
ら
に

め
づ
ら
し
く
、
行
衛
を
い
そ
ぐ
道
な
ら
ね
ば
、
な
が
め

ま
ほ
し
く
お
ぼ
ゆ
れ
ど
も
、
舟
出
を
い
そ
ぐ
に
、
と
も
に
急
が
れ
て
、

　

（
22
）い
ま
し
は
と
お
も
ふ
な
が
め
も
か
つ
ら
河

　
　

い
そ
ぐ
渡
り
に
こ
ゝ
ろ
の
こ
し
て

す
こ
し
か
は
ら
を
行
ば
、
ま
た
せ
ば
き
川
あ
り
。
土
橋
を

わ
た
り
て
ゆ
く
。
こ
の
は
し
は
、
け
ふ
の
た
め
に
と
て
、
も
ふ
け

ら
れ
た
る
よ
し
、
も
ろ
人
の
ゆ
き
ゝ
の
橋
は
、
は
る
か
の

し
も（

23
）に
ぞ
見
ゆ
る
。
こ
れ
よ
り
御
た
ち
は
い
く
ほ
ど
あ
ら
ね
ど
、
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こ
の
さ
き
に
し
ば
し
行
ば
、（

24
）地
ぞ
う
堂
あ
る
よ
し
。

（
25
）文
武
天
皇
の
御
代
、
染
ど
の
ゝ
后
の
建
立
に
て
、
ふ
か
く

こ
ゝ
ろ
を
よ
せ
給
ひ
、
祈
願
む
な
し
か
ら
ず
、
猶
代
々
に

い
ち
し
る
き
御
お
ぼ
え
ま
し
ま
す
と
て
、（

26
）積
興
朝
臣
の

（
27
）物
語
し
よ
し
聞
ば
、
よ
き
序
に
こ
そ（

28
）ま
う
で
め
と
、
ま
づ

そ
の
方
を
さ
し
て
行
に
、
そ
ら
は
名
残
な
く
は
れ
わ
た
り
、

日
の
か
げ
の
い
と
あ
つ
き
に
、
わ
づ
か
の
間
と
聞
ど
、（

29
）山
道
な
れ
ば
、

か
ろ
う
じ
て（

30
）い
た
り
つ
く
。（

31
）地
ぞ
う
を
ふ
し
お
が
み
て
、

　

（
32
）世
に
ひ
ろ
き
ち
か
ひ
と
聞
ば
い
ま
更
に

　
　

あ
ふ
ぐ
心
の
末
も
た
の
も
し

（
33
）右
の
方
を
み
れ
ば
、
一
の
し
る
し
あ
り
。
よ
り
て
み
れ
ば
、

（
34
）文
武
天
皇
と
し
る
さ
れ
た
り
。
ま
事
に
思
ひ
も
か
け
ぬ

御
事
に
、
か
た
じ
け
な
し
と
も
ふ
す
も
、
中
〳
〵
お
そ
れ
か
し
こ
み
て
、

は
い
し
奉
る
。
し
ば
し
は
、（

35
）こ
の
御
堂
の
か
た
は
ら
な
る（

36
）家

居
に
湯
な
ど
く
み
や
す
ら
ひ
て
、
か
つ
ら
の
御
た
ち

へ
い
た
る
。
先
、（

37
）手
あ
ら
ひ
、
口
す
ゝ
ぎ
、
衣
服
あ
ら
た
め
て
、（

38
）積
興

朝
臣
に
あ
な
ひ
を
こ
ひ
、
庭
づ
た
ひ
に（

39
）祠
堂
へ
ま
う
で
、

八
条
宮
の
尊
影
を（

40
）拝
す
。
御
か
た
は
ら
の
板
間
に
幽
斎
君

の
御
影
を
か
け
た
り
。

　

（
41
）し
ら
ざ
り
き
葉
す
ゑ
の
露
の
身
に
も
い
ま

　
　

む
か
し
を
か
け
て
あ
ふ
ぐ
べ
し
と
は

（
42
）拝
し
終
り
て
、
つ
く
〴
〵
と（

43
）お
も
ふ
に
、
か
ず
な
ら
ぬ
末
の
身

に
て
、
い
ま
、
か
ゝ
る
か
し
こ
き
御
す
が
た
に
む
か
ひ
ま
い
ら
せ
、

ま
た
は
先
祖
の
い
ま
す
る
御
あ
り
さ
ま
を（

44
）拝
る
こ
と
も
、

是
、
ひ
と
へ
に
、
い
に
し
へ
の
浅
か
ら
ざ
り
し
御
恵
の（

45
）ほ
ど
ゝ

か
ん
ず
る
。
忝
さ
の
あ
ま
り
、
中
〳
〵
に
も
ふ
し
出
む
も
、

は
ゞ
か
り
す
く
な
か
ら
ね
ど
、
い
さ
ゝ
か
こ
ゝ
ろ
斗

に（
46
）の
べ
侍
る
。

　

（
47
）言
の
葉
に
か
ゝ
る
契
も
末
と
を
き

　
　

め
ぐ
み
の
露
の
光
り
と
ぞ
お
も
ふ

家
の
た
ゝ
ず
ま
ひ
よ
り
は
じ
め
、
あ
な
た
こ
な
た
に
、
か
ず

を（
48
）つ
く
せ
し
い
ら
か
は
、
名
だ
ゝ
る
人
の
心
を
よ
せ
て
、

み
が
き
し
つ
ら
は
れ
た
る
に
、
ま
た
庭
前
の
さ
ま
、（

49
）池
の

面
、
木
石
に
い
た
る
ま
で
、
た
ぐ
ひ
な
し
。
を
ろ
か
な
る（

50
）ほ
ど
に

言
な
ら
べ
ん
も
、
か
へ
り
て
む
げ
に
く
ち
お
し
く
や

あ
ら
む
。
ふ
ね
に
の
り
て
棹
さ
せ
ば
、（

51
）な
を
風
情
も

か
は
り
て
、 （

52
）お
か
し
く
、

　

（
53
）さ
す
棹
の
し
づ
く
も
涼
し
池
の
面
の

　
　

う
か
べ
る
ふ
ね
に
か
よ
ふ
夕
か
ぜ

こ
の
ふ
ね
の
う
ち
に
も
、 （

54
）お
ほ
み
き
な
ど
給
ひ
け
れ

ば
、
日
の
影
か
た
む
く
ま
で
、
く
み
か
は
し
つ
ゝ
、
一
し
ほ
興

を（
55
）も
よ
ふ
し
て
、

　

（
56
）ゆ
ふ
日
影
か
た
む
く
波
に
舟
う
け
て

　
　

な
を
も
め
ぐ
ら
す
け
ふ
の
さ
か
づ
き

た
そ
が
れ
に
な
れ
ば
、
あ
か
ず
お
し
け
れ
ど
、（

57
）か
へ
り

ゐ
る
に
、
い
つ
し
か
と
も
し
火
と
る
ほ
ど
に
ぞ
成
ぬ
。
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暮
は
て
ぬ
れ
ば
、（

58
）よ
り
ゐ
る（

59
）か
う
ら
ん
の
も
と
ま
で
も

一
ツ
二
ツ
蛍
の（

60
）飛
く
る
に
、
ひ
る
み
し
ほ
た
る
だ
に（

61
）お
も
ひ

い
で
ゝ
、
た
ゝ
ず
み
て
み
る
ま
ゝ
に
、
光
の
あ
ま
た（

62
）そ
ひ
ぬ
れ
ば
、

　

（
63
）飛
ほ
た
る
か
ず
そ
ふ
ま
ゝ
に
名
に
し
お
ふ

　
　

た
に
の
光
も
さ
ぞ
と
し
ら
る
れ

げ
に
名
も
し
る
く
ぞ
お
ぼ
ゆ
る
。
見
る
ま
ゝ
に（

64
）い
と
ゞ

め
か
る
れ
ば
、
小
夜
も（

65
）更
ぬ
べ
し
と
、
帰
さ
を
い
そ
ぐ
に
も
、

　

（
66
）か
へ
る
べ
き
か
た
も
お
ぼ
え
ず
暮
ゝ
よ
に

　
　

ま
た
ひ
と
き
は
の
詠
め
そ
へ
ぬ
る

今
朝（

67
）こ
し
河
の
わ
た
り
に
い
た
れ
ば
、（

68
）き
し
に
は

か
ゞ
り
火
と
も
し
た
て
ゝ
、
水（

69
）く
ら
か
ら
ぬ
、
ふ
ね
の

行
衛
も
お
か
し
く
ぞ
あ
る
。

　

（
70
）桂
川
こ
ぎ
行
舟
の
み
ち
み
え
て

　
　

う
つ
る
も
涼
し
か
ゞ
り
火
の
か
げ

朱
雀
野
を
も
す
ぎ
行
、
里
に
ゐ
れ
ど
、
ゆ
き
あ
ふ
人
も
な
く
、

た
ち
な
ら
ぶ
の
き
ば
も
、
い
と
も
の
し
づ
か
に
て
、
や
う
〳
〵

夜
も
更
ぬ
ら
む
と
ぞ（

71
）お
ほ
る
。
雨
は
に
は
か
に
降

き
ぬ
。（

72
）い
と
ゞ
だ
に
よ
る
行
み
ち
の
は
か
ど
ら
ず
、
か
ろ
う

じ
て（

73
）家
居
に
か
へ
れ
ば
、
は
や
子
之
時
す
ぐ
る

（
74
）ほ
ど
に
も
な
り
侍
ぬ
。

　
　

文
化
六
年
記
之
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

美
子

【
注
】

（
１
）
京
極
宮
　

京
極
宮
（
桂
宮
）
家
。

（
２
）
桂
の
里
に
別
庄
を
作
り
給
ひ
　

桂
離
宮
は
桂
宮
初
代
智
仁
親
王
（
一
五
七
九

－

一
六
二
九
）
に
よ
り
造
ら
れ
た
。「
御
元
祖
宮
智
仁
親
王
号
桂
光
院
、
天
正
の
末
つ
か

た
豊
太
閤
よ
り
小
堀
遠
江
守
政
一
号
宗
甫
に
命
じ
て
造
進
し
給
ふ
庭
作
、
古
書
院
等
、

是
な
り
」（
国
立
国
会
図
書
館
蔵
『
桂
離
宮
』「
桂
御
別
業
之
記
」）。

（
３
）
別
庄
　

「
別
荘
」（
県
立
図
書
館
本
・
女
鑑
）。

（
４
）
春
秋
の
な
が
め
　

桂
川
西
岸
に
は
古
く
か
ら
貴
族
た
ち
の
別
荘
が
造
ら
れ
た
。

『
う
つ
ほ
物
語
』
春
日
詣
巻
に
は
、「
右
大
将
殿
、
桂
に
、
お
も
し
ろ
き
と
こ
ろ
に
、

大
い
な
る
殿
造
り
て
、
花
盛
り
紅
葉
盛
り
な
ど
に
も
の
し
た
ま
ひ
て
、
心
や
り
た
ま

ふ
と
こ
ろ
あ
り
」
と
あ
る
。

（
５
）
祠
堂
　

園
林
堂
。
智
仁
親
王
を
継
い
だ
第
二
代
智
忠
親
王
（
一
六
一
九

－

一
六
六

二
）
に
よ
っ
て
造
営
さ
れ
た
。『
桂
離
宮
』「
御
庭
向
」
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。

園
林
堂 

凡
方
三
間
　

智
忠
親
王
御
代
被
造
之

額
文
字
同
上
　
　

 

後
水
尾
帝
宸
翰

園
林
文
意
　

寿
量
品
第
十
六

我
此
土
安
　
　

天
人
常
充
満

園
林
諸
堂
閣
　

種
々
宝
荘
厳

維
摩
　

有
下

以
レ

飯
食
而
作
中

仏
事
上

有
下

江
園
林
堂
観
而
作
中

仏
事
上

（
６
）
八
条
宮
の
尊
影
の
か
た
は
ら
に
先
祖
幽
斎
君
の
御
影
を
安
置
せ
ら
れ
し
よ
し
　

八

条
宮
は
智
仁
親
王
。
幼
少
に
豊
臣
秀
吉
の
養
子
と
な
る
が
、
天
正
十
八
年
（
一
五
九

〇
）
に
親
王
家
を
創
立
し
て
八
条
宮
と
称
し
、
翌
年
親
王
宣
下
を
受
け
た
。
細
川
幽

斎
（
一
五
三
四

－

一
六
一
〇
）
は
三
条
西
実
枝
よ
り
和
歌
を
学
び
、
古
今
伝
受
を
受

美
子

之
書
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け
、
智
仁
親
王
へ
こ
れ
を
伝
授
し
た
。
園
林
堂
に
は
、
智
仁
親
王
と
幽
斎
の
御
影
が

掲
げ
ら
れ
て
い
た
。『
桂
離
宮
』「
御
庭
向
」
に
次
の
記
述
が
あ
る
。

本
尊
楊
柳
観
音
画
像
　

宝後西
院
帝
皇
女

鏡
寺
本
覚
院
宮
筆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

諱
徳
厳
理
豊

両
脇
ニ
御
代
々
尊
牌
被
安
置
　

今
ハ
無
之
慈
照
院
ヘ
被
移
事

前
傍
ニ
細
川
幽
斎
玄
旨
画
像
被
掛
之

　

古
今
相
伝
詠
進
短
冊
軸
同
所
被
掛
之

　

御
披
露
　

い
に
し
へ
も
今
も
か
は
ら
ぬ
よ
の
中
に

こ
ゝ
ろ
の
た
ね
を
の
こ
す
言
の
葉
　

玄
旨
　

（
７
）
あ
る
に
　

「
あ
り
」（
女
鑑
）。

（
８
）
世
を
さ
り
給
し
よ
り
百
と
せ
も
は
や
二
度
め
ぐ
り
来
ぬ
　

文
化
六
年（
一
八
〇
九
）

八
月
二
十
日
に
幽
斎
の
二
百
回
忌
が
行
わ
れ
た
。

（
９
）
宮
の
諸
大
夫
、
尾
崎
縫
殿
頭
積
興
朝
臣
　

尾
崎
積
興
（
一
七
四
七

－

一
八
二
五
）。

初
め
継
忠
と
称
し
、
積
興
に
改
名
。
尾
崎
家
は
代
々
桂
宮
諸
大
夫
を
勤
仕
し
た
。
宮

内
庁
書
陵
部
蔵
『
桂
宮
日
記
』
は
積
興
の
筆
に
な
る
。『
女
鑑
』
に
「
綾
興
朝
臣
」

と
あ
る
の
は
誤
り
。

（
10
）
侍
る
　

「
侍
り
」（
女
鑑
）。

（
11
）
中
の
八
日
　

十
八
日
。

（
12
）
し
の
ゝ
め
　

夜
明
け
の
頃
。「
暁
を
ば
、
た
ま
を
し
け
、
あ
け
ぼ
の
、
し
の
の
め

と
云
」（
能
因
歌
枕
）。「
し
の
の
め
の
ほ
が
ら
ほ
が
ら
と
明
け
ゆ
け
ば
お
の
が
き
ぬ

ぎ
ぬ
な
る
ぞ
か
な
し
き
」（
古
今
集
・
恋
三
・
六
三
七
）。

（
13
）
す
ぐ
る
よ
り
　

「
つ
ぐ
る
こ
ろ
よ
り
」（
女
鑑
）。

（
14
）
な
が
め
も
て
つ
ゝ
　

「
な
が
め
す
て
」（
女
鑑
）。

（
15
）
朱
雀
野
　

朱
雀
大
路
あ
た
り
の
田
野
と
化
し
た
地
帯
。「
朱
雀
と
い
ふ
ほ
と
り
よ

り
お
り
ゐ
つ
つ
行
、
此
野
べ
よ
り
見
わ
た
せ
ば
、
よ
も
の
山
々
霞
た
ち
こ
め
て
、
い

と
ど
心
も
の
ど
か
な
る
野
遊
な
り
」（
烏
丸
光
胤
「
桂
紀
行
」
宝
暦
三
年
三
月
）。

（
16
）
末
広
き
田
面
の
い
な
ば
の
あ
し
た
の
露
　

「
昨
日
こ
そ
早
苗
取
り
し
か
い
つ
の
ま

に
稲
葉
そ
よ
ぎ
て
秋
風
の
吹
く
」（
古
今
集
・
秋
上
・
一
七
二
）
の
よ
う
に
、「
稲
葉
」

は
一
般
的
に
秋
風
を
想
起
さ
せ
る
。「
あ
し
た
の
露
」
は
儚
い
命
を
例
え
る
こ
と
が

多
い
が
、
例
え
ば
『
紫
式
部
日
記
』
に
は
「
ほ
の
う
ち
き
り
た
る
あ
し
た
の
露
も
ま

だ
落
ち
ぬ
に
…
…
」
と
し
て
早
朝
が
表
現
さ
れ
る
。

（
17
）
ふ
き
過
る
　

「
吹
わ
く
る
」（
女
鑑
）。

（
18
）
植
わ
た
す
…
…
　

「
う
ゑ
わ
た
す
ふ
も
と
の
さ
な
へ
一
方
に
な
び
く
と
み
れ
ば
山

風
ぞ
ふ
く
」（
衆
妙
集
・
詠
百
首
和
歌
・
二
七
「
早
苗
」）、「
植
ゑ
わ
た
す
山
田
の

早
苗
は
る
ば
る
と
な
び
く
も
涼
し
露
の
夕
か
ぜ
」（
新
明
題
和
歌
集
・
巻
二
・
夏
・

一
三
六
二
）
を
踏
ま
え
る
。

（
19
）
か
つ
ら
川
の
渡
り
　

桂
川
は
京
都
西
部
に
流
れ
る
川
。『
山
城
名
跡
巡
行
志
』
に

「
桂カ
ツ
ラ
ノ
ワ
タ
シ

渡
　

舟
渡
也
昼
夜

俱
渡
河
東
尚
桂
村
也
」
と
あ
る
。「
野
も
せ
は
る
ば
る
行
ほ
ど
桂

の
渡
に
な
り
ぬ
」（
家
仁
親
王
「
桂
紀
行
」
宝
暦
五
年
三
月
）。

（
20
）
御
た
ち
の
人
出
む
か
へ
り
　

記
述
無
し
（
女
鑑
）。

（
21
）
四
方
を
な
が
む
れ
ば
　

「
四
方
の
な
が
め
も
」（
女
鑑
）。

（
22
）
い
ま
し
は
と
…
…
　

「
七
夕
は
お
も
ひ
し
ら
な
ん
天
の
河
い
そ
ぐ
わ
た
り
に
舟
を

か
し
つ
る
」（
新
後
拾
遺
集
・
雑
秋
・
七
一
七
）
な
ど
を
参
考
と
す
る
か
。「
か
つ
ら

人
わ
た
す
小
舟
も
河
づ
ら
の
宿
に
と
い
そ
ぐ
心
を
も
し
れ
」（
家
仁
親
王
「
桂
紀
行
」

宝
暦
五
年
三
月
）。

（
23
）
に
ぞ
　

「
に
て
」（
県
立
図
書
館
本
）。

（
24
）
地
ぞ
う
堂
　

御
陵
御
茶
屋
に
あ
る
地
蔵
堂
。
文
化
二
年
か
ら
翌
三
年
に
か
け
て
改
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築
さ
れ
た
と
い
う
（
桂
宮
日
記
）。

（
25
）
文
武
天
皇
の
御
代
、
染
ど
の
ゝ
后
の
建
立
に
て
　

「
文
武
天
皇
」
は
文
徳
天
皇
の

誤
り
。
文
徳
天
皇
后
明
子
（
染
殿
后
）
が
信
仰
し
、
清
和
天
皇
を
出
産
し
た
と
伝
え

ら
れ
る
。

（
26
）
積
興
朝
臣
　

「
綾
興
朝
臣
」（
女
鑑
）。

（
27
）
物
語
し
よ
し
聞
ば
　

「
物
語
し
よ
し
聞
に
」（
県
立
図
書
館
本
）、「
も
の
が
た
り
を

き
く
に
」（
女
鑑
）。

（
28
）
ま
う
で
め
　

「
ま
ゐ
り
て
め
」（
女
鑑
）。

（
29
）
山
道
な
れ
ば
、
か
ろ
う
じ
て
い
た
り
つ
く
　

地
蔵
堂
か
ら
桂
離
宮
ま
で
の
道
程
は

約
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
。

（
30
）
い
た
り
つ
く
　

「
い
た
り
侍
り
つ
ゝ
」（
県
立
図
書
館
本
）、「
い
た
り
つ
き
侍
り

ぬ
」（
女
鑑
）。

（
31
）
地
ぞ
う
　

「
さ
て
地
蔵
尊
」（
女
鑑
）。

（
32
）
世
に
ひ
ろ
き
…
…
　

第
三
句
「
今
こ
ゝ
に
」、
第
五
句
「
す
ゑ
も
の
ど
け
き
」（
女

鑑
）。「
い
か
に
し
て
こ
こ
ろ
の
す
ゑ
を
あ
ら
は
さ
ん
か
け
て
ち
か
ひ
し
み
ご
も
り
の

か
み
」（
新
撰
六
帖
・
第
五
帖
・
一
五
五
六
「
ち
か
ふ
」）。

（
33
）
右
の
方
を
み
れ
ば
　

「
右
の
方
に
」（
女
鑑
）。

（
34
）
文
武
天
皇
と
し
る
さ
れ
た
り
　（
25
）
参
照
。

（
35
）
こ
の
御
堂
の
か
た
は
ら
な
る
家
居
　

地
蔵
堂
の
脇
に
「
潤
身
」
と
称
す
る
書
院
が

あ
っ
た
と
さ
れ
る
（
西
和
夫
『
近
世
の
数
寄
空
間
―
洛
中
の
屋
敷
、
洛
外
の
茶
屋
』

中
央
公
論
美
術
出
版
、
一
九
八
八
年
）。

（
36
）
家
居
に
　

「
家
に
て
」（
女
鑑
）。

（
37
）
手
あ
ら
ひ
、
口
す
ゝ
ぎ
　

「
御
玄
関
八
畳
　

前
は
敷
瓦
な
り
。
通
用
門
の
内
、
御
台

所
北
に
あ
り
。
西
表
な
り
。
同
高
塀
傍
に
石
手
洗
鉢
あ
り
」（『
桂
離
宮
』「
桂
御
別

業
之
記
」）。

（
38
）
積
興
朝
臣
　

「
綾
興
朝
臣
」（
女
鑑
）。

（
39
）
祠
堂
　

（
５
）
参
照
。

（
40
）
拝
す
　

「
拝
奉
る
」（
県
立
図
書
館
本
）。

（
41
）
し
ら
ざ
り
き
…
…
　

「
葉
す
ゑ
の
露
の
身
」
は
儚
い
身
の
上
を
い
う
が
、
こ
こ
で

は
幽
斎
の
後
裔
を
「
葉
す
ゑ
」
と
表
現
し
、
古
を
偲
ぶ
。「
明
け
暮
れ
は
昔
を
の
み

ぞ
し
の
ぶ
草
葉
末
の
露
に
袖
濡
ら
し
つ
つ
」（
新
古
今
集
・
雑
中
・
一
六
七
四
）。

（
42
）
拝
し
終
り
て
　

「
拝
み
終
へ
て
」（
女
鑑
）。

（
43
）
お
も
ふ
に
　

「
お
も
ふ
」（
女
鑑
）。

（
44
）
拝
る
こ
と
も
　

「
拝
む
は
」（
女
鑑
）。

（
45
）
ほ
ど
ゝ
　

「
ほ
ど
ぞ
」（
女
鑑
）。

（
46
）
の
べ
侍
る
　

「
の
べ
侍
り
」（
女
鑑
）。

（
47
）
言
の
葉
に
…
…
　

園
林
堂
に
掲
げ
ら
れ
る
、
智
仁
親
王
へ
の
伝
授
証
明
状
に
添
え

た
幽
斎
の
歌
「
古
も
今
も
か
は
ら
ぬ
よ
の
中
に
心
の
た
ね
を
の
こ
す
こ
と
の
葉
」

（
衆
妙
集
・
雑
部
下
・
五
九
九
）
を
念
頭
に
置
く
。

（
48
）
つ
く
せ
し
　

「
つ
く
し
ゝ
」（
女
鑑
）。

（
49
）
池
の
面
、
木
石
に
い
た
る
ま
で
、
た
ぐ
ひ
な
し
　

「
御
堂
前
北
池
端
に
桜
樹
一
種

あ
り
。
是
、
奈
良
の
都
の
八
重
さ
く
ら
の
詠
歌
、
同
種
を
移
し
植
さ
せ
給
ふ
と
な

り
」（『
桂
離
宮
』「
御
庭
向
」）。

（
50
）
ほ
ど
に
　

「
ほ
ど
に
は
」（
女
鑑
）。

（
51
）
な
を
風
情
も
　

「
風
情
も
」（
女
鑑
）。

（
52
）
お
か
し
く
　

「
を
か
し
」（
女
鑑
）。
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（
53
）
さ
す
棹
の
…
…
　

『
桂
離
宮
』「
御
庭
向
」
に
「
家
仁
親
王
御
詠
」
と
し
て
「
桂
川

な
み
の
小
舟
の
み
な
れ
さ
ほ
月
の
い
く
よ
か
こ
ぎ
出
す
ら
む
」
と
あ
る
。
第
二
・
三

句
「
し
づ
く
も
す
ぎ
し
い
け
の
面
に
」（
女
鑑
）。

（
54
）
お
ほ
み
き
な
ど
給
ひ
け
れ
ば
　

「
か
れ
飯
な
ど
と
り
出
て
盃
い
く
度
か
手
に
ふ
る

る
。
そ
れ
よ
り
庭
の
小
舟
に
う
ち
乗
て
池
の
面
を
こ
ぎ
め
ぐ
る
、
い
と
興
あ
り
」

（
家
仁
親
王
「
桂
紀
行
」
宝
暦
五
年
三
月
）。

（
55
）
も
よ
ふ
し
て
　

「
も
よ
ほ
し
侍
り
て
」（
女
鑑
）。

（
56
）
ゆ
ふ
日
影
…
…
　

「
月
の
桂
」
の
連
想
か
ら
「
さ
か
づ
き
（
盃
）」
に
「
月
」
を
掛

け
る
。

（
57
）
か
へ
り
ゐ
る
に
　

「
館
の
う
ち
に
か
へ
り
い
る
に
」（
女
鑑
）。

（
58
）
よ
り
ゐ
る
　

「
よ
る
の
も
の
」（
女
鑑
）。

（
59
）
か
う
ら
ん
　

橋
の
欄
干
。

（
60
）
飛
く
る
に
　

「
飛
く
る
」（
県
立
図
書
館
本
）、「
飛
け
る
」（
女
鑑
）。

（
61
）
お
も
ひ
い
で
ゝ
　

「
思
ひ
い
で
し
」（
県
立
図
書
館
本
）、「
お
も
ひ
い
で
」（
女
鑑
）。

（
62
）
そ
ひ
ぬ
れ
ば
　

「
お
ひ
ぬ
れ
ば
」（
女
鑑
）。

（
63
）
飛
ほ
た
る
…
…
　

第
五
句
「
さ
ぞ
と
し
ら
る
ゝ
」（
女
鑑
）。「
里
の
名
の
月
の
か

つ
ら
に
と
ぶ
ほ
た
る
く
る
る
か
た
に
や
ひ
か
り
そ
ふ
ら
ん
」（
歌
枕
名
寄
・
巻
二
・

六
五
四
「
蛍
」）
と
あ
る
よ
う
に
、
桂
は
蛍
の
名
所
で
あ
っ
た
。「
日
も
や
う
や
う
暮

か
か
り
け
る
に
、
蛍
を
見
ん
と
て
お
な
じ
と
こ
ろ
に
や
す
ら
ふ
。
か
く
て
く
れ
つ
か

た
に
成
け
れ
ば
、
蛍
と
び
い
で
て
、
い
と
す
ず
し
く
見
ゆ
る
」（
家
仁
親
王
「
桂
紀

行
」
宝
暦
三
年
五
月
）。「
谷
の
光
」
を
詠
む
歌
に
、「
ほ
た
る
と
ぶ
い
は
か
き
し
み

づ
お
の
づ
か
ら
谷
の
ひ
か
り
や
よ
る
を
ま
つ
ら
む
」（
雲
窓
賸
語
・
二
九
「
澗
底
蛍

火
」）、「
春
を
だ
に
よ
そ
な
る
谷
の
光
に
は
水
の
蛍
を
み
る
も
は
か
な
し
」（
雪
玉

集
・
三
八
八
三
「
澗
底
蛍
火
」）
な
ど
が
あ
る
。

（
64
）
い
と
ゞ
め
か
る
れ
ば
　

「
い
と
め
か
る
れ
ば
」（
県
立
図
書
館
本
）、「
い
と
ど
」（
女

鑑
）。

（
65
）
更
ぬ
べ
し
と
　

「
ふ
け
ぬ
べ
し
」（
女
鑑
）。

（
66
）
か
へ
る
べ
き
…
…
　

「
か
へ
る
べ
き
方
も
お
ぼ
え
ず
涙
河
い
づ
れ
か
わ
た
る
あ
さ

せ
な
る
ら
む
」（
後
撰
集
・
恋
四
・
八
八
八
）
を
踏
ま
え
つ
つ
、
帰
途
を
詠
む
。
第

五
句
「
な
が
め
そ
へ
け
り
」（
女
鑑
）。

（
67
）
こ
し
　

「
越
し
ゝ
」（
女
鑑
）。

（
68
）
き
し
に
は
　

「
岸
に
」（
女
鑑
）。

（
69
）
く
ら
か
ら
ぬ
　

「
く
ら
か
ら
ず
」（
女
鑑
）。

（
70
）
桂
川
…
…
　

「
鵜
舟
こ
ぐ
夜
河
の
波
の
音
ふ
け
て
う
つ
る
も
涼
し
か
が
り
火
の
影
」

（
新
千
載
集
・
夏
・
二
九
〇
）
を
踏
ま
え
る
。

（
71
）
お
ほ
る
　

書
き
誤
り
か
。「
お
も
ほ
ゆ
る
」（
県
立
図
書
館
本
・
女
鑑
）。

（
72
）
い
と
ゞ
だ
に
　

「
い
と
ゞ
」（
女
鑑
）。

（
73
）
家
居
に
か
へ
れ
ば
　

「
家
に
か
へ
り
つ
き
ぬ
れ
ば
」（
女
鑑
）。

（
74
）
ほ
ど
に
も
な
り
侍
ぬ
　

「
ほ
ど
に
も
な
り
侍
る
」（
県
立
図
書
館
本
）、「
ほ
ど
に
な

り
侍
り
き
」（
女
鑑
）。

（
ひ
だ
か
　

あ
い
こ
／
熊
本
大
学
大
学
院
人
文
社
会
科
学
研
究
部
）
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